


美術家の安田佐智種、写真家の本郷毅史、華道家の片桐功敦、写
真家の土田ヒロミ。4人の美術家がそれぞれの表現方法であらわ
した震災後の福島の姿。作品を通して「あの時の、今の、未来の
福島」をみなさんと考えます。東日本大震災を伝える震災遺産を活用し、「そなえ」を考える

展示です。災害は「いつ」「どこで」発生するかわかりません。
もし今災害が発生したら…普段の生活の延長にある「いざ」と
いう時のために、みなさんの生活に少しだけ「そなえ」を意識
したり、 生活を見つめなおすきっかけとなることを目指します。
防災についてみんなで考えましょう。


